
Keyword

市民生活の向上により、抗菌性や抗ウイルス性が要求される
中、最近例えば銀の殺菌効果が多くの注目を集めている。近
年では、ナノテクノロジーの発展に伴い、金属銀ナノ粒子、銀塩
化粒子、デポリマー銀ナノ粒子等の様々な形態の銀材料が開
発され、これらの全ての形態の銀材料が抗菌活性を発揮して
いる。特に、ナノサイズの銀材料は、銀バルクや銀イオンでは
認められない付加的な抗菌力を示すことが期待されている。
当研究室はこの銀の広域な抗菌特性に注目し、特殊な銀粒

子生成とその精製技術を用いて水や空気の浄化、化粧品、
衣類、および多数の家庭用製品など提案している。
今回、当研究室は新たに、銀粒子生成に関わる有機・ハイ

ブリッド材料も含め新たな無機材料も加えた新規抗菌性有機
ハイブリッド材料（溶液またはフィルム）を研究し安全安心な抗
菌性、抗ウイルス性・抗カビ性の機能を持つ未来型抗菌材量
となる新規素材を提案する。

新規抗菌性有機・ハイブリッド材料
に関する研究

期待される活用シーン

研究シーズの紹介

●新規抗菌性有機ハイブリッド
材料（溶液または粉末）の開発

フィルム上への無機物質のコー
ティング
抗菌性物質を含んで成形された
容器

●新規抗菌性有機ハイブリッド
材料（溶液または粉末）の開発

●果物（例イチゴ）を守る新
規物質コーティングフィルム
（カビの防止）と新型容器

●マスクに抗菌バリアー

生命科学部
生命科学科

教授
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未来型抗菌材料、湿式プロセス

新規抗菌材料
●銀イオン及びマイナスイオンを発生する無機物質の抗菌作用により、高い抗菌力
を有する人体・食品・室内に適用できる新規抗菌材料。

Point

細菌とは目で見る事ができない小さな生物
（1μm前後）で、一つの細胞しかない。細菌
は栄養源があれば自分と同じ細菌を複製し増
える。銀微粒子による滅菌

●細菌とウイルス

Keyword

木質材料より分離・抽出・精製した
機能性物質（フルボ酸）の効能

研究シーズの紹介

フルボ酸、有機肥料、農地土壌改良、鉄、脱毛予防、酵素

生命科学部
生命科学科
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フルボ酸の使用フルボ酸の製品化

　農林水産省は、農業生産を健全に行うため、農業生産工
程管理(GAP) の取組を推進しています。一方、日本の農地土
壌は、近年の化学肥料や農薬の過剰散布により有用な微生
物が減少し、農作物の成長や収穫に悪影響が出ている状況
であり、土壌改良が喫緊の課題と考えられます。
　当研究室では、農作物の生育を促す効果がある自然由来
の有機酸に着目し、その一つである「フルボ酸」の研究開発
に取り組んでいます。フルボ酸とは、もともと土壌に含まれる物
質で植物にミネラルを供給する効果がありますが、長い年月を

経て得られる高価なものであったため、これまで活用は限定
的となっていました。
　しかし、当研究室では木材を微生物により分解させ安定し
たフルボ酸を得ることに成功しており、この方法により短期間
（２ヶ月）で安価なフルボ酸を生成することが可能になりました。
　また、得られたフルボ酸は、農作物の成長と収穫量増の手
助けが出来るだけでなく、新たに脱毛予防にも効果があること
が判明しています。

期待される活用シーン

●木材を微生物により短期間で処理し、安価にフルボ酸を生成することが可能です。
●農作物に対して生育を促す効果が高いことが特徴です。
●金属配位ができるため、農作物に鉄分を付加することができます。
●新たに脱毛に関与する酵素をフルボ酸により抑制できることが判明しました。

腐植物質およびフルボ酸への金属配位の研究
腐植物質を用いた土壌中のリンの動態化の研究

●脱毛予防に効果のある機能
性材料を添加し、プラスの効
果を得たい

●安心・安全で農家に安価で提
供できる資材が欲しい
●化学肥料を使わずに作物の収
穫量を上げたい
●農作物の鉄分を増やしたい

その他の研究テーマ

フルボ酸の
生産技術と機能性

Point

育毛剤にフルボ酸を添加するこ
とで、脱毛に係る酵素の活性を
抑制することができます。

安価な土壌肥料資材を提供で
きます。また、金属配位ができる
ので鉄分の高い作物を生育可
能です。

鉄濃度up

酵素阻害率up

フルボ酸原液 フルボ酸鉄原液

腐植酸原液フルボ酸原液
育毛剤添加用

木材の揉擦粉砕機 フルボ酸

微粉末クヌギ材 微生物処理クヌギ材

フルボ酸の製造

作物の成長効果

脱毛抑制効果

・光合成促進
・収穫量増
・食味向上
・ミネラルの
取り込み

ほうれん草

小松菜
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